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様似町

１６３５年（寛永１２年）頃に海辺川（西様似）の支流で採金が行われ繁
華な集落が形成されたと言われています。本格的に繁華するようになっ
たのは寛政年間で、１７９９年（寛政１１年）に幕府の使番・大河内善兵
衛政寿が様似に駐留して様似山道を完成させ、翌年、エンルムにあっ
た松前藩の油駒運上所が幕府支配のシャマニ会所に改められると、会
所を中心として栄えていきました。
　そして、１８０２年（享和２年）に蝦夷奉公の管下となった年を様似の
開基と定めています。以来、様似町は永く水産業を中心として発展し、
定着農業が始まったのは１８８５年（明治１８年）と言われています。明治
５年浦河に支庁が置かれ、１８８０年（明治１３年）には戸長役場が開設
されました。
　１９０６年（明治３９年）の二級町村制施行により八箇ヶ所を大字とし
て様似村が誕生しました。この頃から多くの小学校が開校したり交通
や通信体系などが整備されてきました。
　さらに、１９５２年（昭和２７年）基１５０年の年に町制を施行しております。
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様似のおいたち

　太平洋に突き出た様似発祥の
地「エンルム岬」。この岬を中心と
して東に大港、西に小港を抱く姿を
かたどり、さらに、様似町の産業が
漁業と農林業の二面からなり、共に
相抱く平和の姿を表現したものです。

町章の由来
　幌満地区に自生しているものが
北限として国の天然記念物に指定
され、数多い樹木の中にあって、本
町を代表する樹木です。常緑樹で
その姿も優れており、「絶えない緑、
伸びゆく様似」を表しています。

町の木「日高五葉」
　アポイ岳の高山植物群落は、高
山植物の宝庫として国の特別天然
記念物に指定され、その中でも、ヒ
ダカソウはアポイ岳の固有種です。
開花は5月上旬から下旬で、可憐な
白い花を咲かせます。

町の花「ヒダカソウ」

様似郷土館
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ア
ポ
イ
岳（
８
１
０.

６ｍ
）は
、日
高
山
脈
の
最
南
端
の
西
海
岸

に
位
置
す
る
山
で
稜
線
上
に
連
な
る
吉
田
山
、ピ
ン
ネ
シ
リ
を
含

め
ア
ポ
イ
山
塊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。一般
的
な
山
で
は
は
樹
木
に

覆
わ
れ
主
に
平
地
の
植
物
が
育
つ
高
さ
で
あ
る
が
、こ
の
山
は
海
か

ら
の
濃
い
霧
と
特
殊
な
地
質
の
影
響
に
よ
り
、ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
、エ
ゾ
コ

ウ
ゾ
リ
ナ
、ア
ポ
イ
カ
ン
バ
な
ど
ア
ポ
イ
岳
の
み
に
植
生
し
て
い
る
固

有
種
も
多
く
、８０
種
以
上
の
貴
重
な
高
山
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。中
で
も
町
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
」は
昭
和

６０
年
５
月
に
日
本
高
山
植
物
シ
リ
ー
ズ
の
特
殊
切
手
の
ひ
と
つ
と

し
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、か
ん
ら
ん
岩
に
よ
り
変
化
し
た
植

物
も
十
数
種
あ
り
、世
界
に
知
ら
れ
る
高
山
植
物
の
宝
庫
で
あ
り

ま
す
。

　
昭
和
１４
年
に
天
然
記
念
物
と
し
て
、昭
和
２７
年
に
は
、国
の
特

別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、登
山
道
も
整
備
さ
れ
、年
間
を
通

し
て
楽
し
め
る
が
花
の
み
ど
こ
ろ
は
５
月
〜
７
月
が
ピ
ー
ク
で
す
。

　
北
海
道
に
お
け
る
ゴ
ヨ
ウ
マツ
自
生
地
は
、渡
島
半
島
の
厚
沢
部

町
と
様
似
町
幌
満
の
２
団
地
に
限
ら
れ
自
生
地
北
限
地
と
し
て

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。キ
タ
ゴ
ヨ
ウ（
マツ
科
）は
ハ
イ
マツ
と
と
も

に
ゴ
ヨ
ウ
マツ
類
に
属
し
、葉
の
つ
き
方
を
見
る
と
ひ
と
つ
の
さ
や
か

ら
５
本
の
葉（
針
葉
）が
出
て
い
る
こ
と
が
名
前
の
由
来
に
なって
い

ま
す
。

　
ヒ
メ
チ
ャマ
ダ
ラ
セ
セ
リ
は
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科
の一種
で
昭
和
４８
年

様
似
町
の
ア
ポ
イ
岳
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
チ
ョ
ウ
は
、ヨ
ー
ロッパ
や
シベ
リ
ア
、中
国
東
北
部
に
分
布
す

る
が
わ
が
国
で
は
ア
ポ
イ
岳
周
辺
の
み
に
隔
離
分
布
し
て
い
る
こ
と

か
ら
遺
存
種
と
考
え
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
チ
ョウ
の
大
き
さ
は
羽
を
開
い
た
と
き
で
２ｃｍ
程
、羽
の
表
は
全

体
に
こ
げ
茶
色
で
裏
は

黄
かっ
色
で
黄
色
か
かっ

た
斑
点
が
あ
り
ま
す
。

　
キ
ン
ロ
バ
イ（
高
山
植

物
）の
葉
裏
な
ど
に
０.

６ｍｍ
程
の
卵
を一つ
ず
つ

生
み
、１０
日
程
で
幼
虫

と
な
り
９
月
始
め
か
ら

約
３
ヶ
月
か
かっ
て
サ
ナ

ギ
と
な
り
、冬
は
サ
ナ
ギ

で
過
ご
し
５
月
か
ら
６

月
中
旬
に
か
け
て
成
虫

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
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６
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９
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幕
府
は
、寛
政
１１
年（
１
７
９
９
年
）東
蝦
夷
地
を
直
轄
地
に

す
る
と
同
時
に
、警
備
お
よ
び
産
業
上
か
ら
道
路
の
開
削
を
急
務

と
し
た
。

　
こ
の
年
、蝦
夷
地
取
締
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
た
大
河
内
善
兵
衛
正

寿
は
、シャマニ
に
至
って
、中
村
小
市
郎
に
難
所
の「
シャマニ
山
道
」

（
冬
島
〜
幌
満
間
）な
ど
の
開
削
工
事
を
担
当
さ
せ
、７
ｋｍ
弱
の
山

道
に
は
、「
コ
ト
ニ
小
休
所
」が
設
け
ら
れ
、明
治
６
年（
１
８
７
３
年
）

に
は
山
中
に
旅
籠
屋「
原
田
宿
」が
建
っ
た
。

　
海
岸
道
路
工
事
は
、昭
和
２
年（
１
９
２
７
年
）に
は
完
成
し
、「
シ

ャマニ
山
道
」は
自
然
に
廃
道
に
なっ
た
が
、現
在「
様
似
山
道
」（
約

７
ｋｍ
）と
し
て
様
似
町
の
文
化
財
に
指
定
し
、保
存
を
は
か
り
住

時
の
姿
を
ほ
ぼ
保
って
い
る
。
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